
 
 
 
 
 
 

 ２０１３年１１月より４回にわたりピアノベーシックスシリーズの勉強会を終えて、ベーシックスシリーズ全体を見渡し自由に意

見交換するためのミーティングが行われました。各会の進行役を務めた先生方を中心に質問にお答えしながら、会員の皆さ

んの日頃の疑問や問題を話し合う貴重な時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体的には「つまづきやすい曲」への対処法や、重要性の高いその他の教材（ブルグミュラー２５の練習曲、ハノン、バロッ

クの曲集、ソナチネ等）をどのタイミングで使用（併用）するべきか？、ベーシックス終了後のレッスン内容は？というところに

質問が集中したように感じました。 

 

併用教材については、ベテランの先生方はそれぞれのタイミングや、これは必ず取り組みたい教材と位置づけているもの

があるように感じました。しかし、それは常に「生徒それぞれの様子を見ながら」が前提であり、会員の先生方の生徒一人一

人への気遣いが感じられる意見交換の場となりました。 

 

またベーシックスシリーズにこだわらず、発表会の選曲や練習期間への疑問、コンクールの課題曲（バスティン作曲のもの）

についての質問など意見交換は幅広いものになり、皆さんの経験から様々な意見を聞く事ができる貴重な場となりました。 

 

 

（文：横浜バスティン研究会 斎藤美帆） 

横浜バスティン研究会 活動報告 ２０１４年４月１７日（木） 

「ピアノベーシックス１～４の勉強会を終えて」 

＜会員の皆様の質問＞ 

つまづきやすい、勘違いしやすい曲はありますか？ 

ブルグミュラーは使用しますか？ 

プレインベンション的なテキストはお使いですか？ 

レベル４終了後、バスティンの中級テキストはお使いですか？又はレベル４以降の教材は？ 

聴音・ソルフェージュはどのようにレッスンに取り入れていますか？ 


